
想いを力に、成果で応える。
Profile

　清水まさと事務所

　平素は私の国政活動に多大なご理解、ご鞭撻を賜り、誠にありがとうござい
ます。関係各位のご指導のもと、日々精力的に国政に取り組ませていただいて
おります。
　平成１５年に高崎市議会議員に当時２８歳で初当選したのち、市議２期、群馬
県議会議員２期を務め、令和元年の参議院議員選挙に初当選し、現在１期６年
目を迎えております。議員経験も既に２０年を超えました。
　当選後は、国土交通・農林水産・文部科学分野などの理解を深める他、各委
員会の理事を務め、数多くの委員会質疑に立ちました。令和４年からは約１年、
国土交通大臣政務官を務め、政府の一員として行政に携わった他、国会や自民
党内においても、議院運営委員会の理事や党国会対策副委員長など、円滑な議
会運営を担う役割も果たしてまいりました。
　これからも与えられた職責を全うし、地元群馬の発展、日本国の繁栄の為に
尽力してまいります。皆さまにおかれましては、引き続きのご指導・ご鞭撻の程、
何卒宜しくお願い申し上げます。

昭和５０（１９７５）年２月２６日生まれ  群馬県高崎市出身

【学歴】
　東京農業大学第二高等学校 卒業
　明治学院大学経済学部 卒業

【議員歴】
　平成１５（２００3）年　高崎市議会議員 初当選（２期）  
　平成２3（２０１１）年　群馬県議会議員 初当選（２期）  
　令和元（２０１９）年　参議院議員 初当選（１期目）

【主な役職歴】
　[政　府] 　国土交通大臣政務官 

　[参議院] 　国土交通委員会 委員
　　　　　　農林水産委員会 理事
　　　　　　文教科学委員会 次席理事
　　　　　　議院運営委員会 理事

　[自民党] 　選挙対策委員会 副委員長
　　　　　　参議院自由民主党 副幹事長
　　　　　　参議院自由民主党 国会対策委員会 副委員長

　　　　　　組織運動本部 青年局 顧問・副部長・次長
　　　　　　組織運動本部 女性局 次長

　　　　　　政治改革本部 事務局次長

〈趣　　味〉　スキー・水泳・野球などのスポーツ、
　 　 　 　 　将棋、読書

〈好　　物〉　お蕎麦、特に冷やしたぬき蕎麦
〈政治信条〉　「摩頂放踵」
　　　　　　　「出来ること、するべきことを確実に」

　清水まさとさんの政策

清水まさとさんの活躍は
HPやSNSで発信中

⚫HP
⚫ Facebook

⚫ Instagram
⚫ YouTube

清水まさと　さん真
人

参議院議員・自由民主党群馬県参議院選挙区第二支部長

◆物価を上回る所得、働きやすい環境整備に尽くします！
◆ 外交・防衛・国土強靱化を通じ、国の一番の責任である
　「国民の生命と財産」を守ります！
◆未来への投資である子ども達への教育を充実させます！
◆ 食料安全保障の観点からも、日本の地域農業を支えます！
◆群馬はもっと輝ける！地方創生に全力を尽くします！

前橋事務所
〒371-0805　群馬県前橋市南町2-38-4　ＡＭビル1階
TEL：027-212-9366　FAX：027-212-9367
国会事務所
〒100-8962　  東京都千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館923号室
TEL：03-6550-0923　FAX：03-6551-0923
［HP］https://shimizumasato.com/　［メール］info@shimizumasato.com 

自民党は責任政党として国民の命と暮らしを守り抜きます。
本号外ではその最前線で活躍する清水まさと議員を特集します。

令和７年（2025年）０月００日（◯曜日）



参議院比例区支部長
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（令和7年3月8日現在）

自民党の主な政策

清水まさとさんの活動報告
　参議院議員１期目は、今までに ３１ 回の委員会質疑に立った他、国土交通
大臣政務官在任時には政府の一員として多くの要望対応や、各種式典・会合
に出席、自民党本部内でも、国会対策委員会や青年局など多くの役職を務め、
議員外交にも積極的に参加し、各国要人とも意見交換しました。

中小企業支援中小企業支援

　令和６年度補正予算で新設した、中小企業成長加速化補助金に
加え、新事業進出補助金などを活用し、中小企業の新たな挑戦を
支援します。賃上げ促進税制の拡充により、中小企業・小規模事
業者の賃上げを後押しします。労務費などの上昇分について、価
格への転嫁対策を徹底し、賃上げにつながる新たな商慣習を確立
します。再生・再チャレンジ支援円滑化パッケージに基づき、債
務に苦しむ中小企業の収益力改善や再生・再チャレンジを支援し
ます。

「賃上げ」を後押し

会
社

子育て支援子育て支援

　児童手当について、支給対象を高校生年代までに延長、多子世
帯への加算等を行うなど、子育て世帯への経済的支援を強化しま
す。また、「こども誰でも通園制度」の実施や保育士の配置改善
などを通じて、多様なニーズに対応できる子育てしやすい環境を
整備します。高校授業料の実質無償化の拡充や多子世帯の大学・
専門学校の授業料・入学金無償化など、経済状況にかかわらず誰
もが教育機会を得られるよう、教育費の負担軽減を進めます。

子育て支援拡充、
� 教育費負担軽減

地方創生地方創生

　「地方こそ成長の主役」との発想に基づき、安心して働いて暮
らせる生活環境の創出、付加価値創出型の新しい地方経済の創生
を進め、地方の個性を生かした自律的な発展を支援します。新地
方創生交付金を倍増し、地域独自の取組みを強力に後押ししなが
ら、地方への移住や企業移転など人の流れを創り、東京圏への
一極集中の弊害を是正します。さらに、２０３０年の訪日観光客数
６，０００万人、旅行消費額１５兆円を目指し、持続可能な観光地域づ
くりを推進します。

「地方創生２．０」の起動

賃上げ賃上げ

　約３０年ぶりの高い水準となった賃上げの流れを持続させるた
め、賃上げ税制の活用や労務費の価格転嫁の促進により、大企業
から中小企業・小規模事業者への賃上げの波及を目指します。
「年収の壁」解消に向け、課税最低限を１６０万円まで引き上げ、合
計１．２兆円の所得税減税により、中間層を含め幅広い納税者の負
担を軽減します。

「賃上げ」実現、
「年収の壁」を打破

防災・減災対策防災・減災対策

　能登半島地震の教訓を踏まえながら、次なる大規模災害の発生
も見据え、災害対応力の強化や避難所の環境改善に取り組みま
す。内閣府防災担当の機能を強化し、防災関係の予算を一気に倍
増。「防災庁」の設置に向けた準備を進めます。第一次国土強靱
化実施中期計画を策定し、防災インフラの整備やライフラインの
強靱化を推進します。災害関連死ゼロを目指し、避難所の環境改
善や福祉サービスの充実を図ります。

国民の命と暮らしを守る
憲法改正憲法改正

　憲法改正は自民党の党是です。時代や社会の変化に対応するた
め、①自衛隊の明記②緊急事態対応③合区解消④教育充実―から
なる４項目を中心に憲法改正を目指し、衆参両院の憲法審査会で
議論を深め、国民投票の実施に向けた環境整備を進めます。国民
的な議論を喚起するために、国民との対話集会などを開催し、憲
法改正の必要性や意義について丁寧に説明します。

憲法改正で、
� 新たな時代を拓く

物価高対策物価高対策

　物価高から国民生活を守るため、エネルギー価格対策や低所得
者への支援を継続します。ガソリン価格抑制のための激変緩和措
置をはじめとするエネルギー価格の負担軽減策などを柔軟に進
め、家計への影響を最小限に抑えます。コメ政策では、流通の目
詰まりを解消するため、政府備蓄米を市場に届けるとともに、需
要に応じた生産を進め、安定的なコメの生産・販売に取り組みま
す。

国民の暮らしを守る

農林水産業農林水産業

　新たな食料・農業・農村基本計画に基づき、構造転換を集中し
て行い、農林水産事業者の所得向上を目指します。スマート農業
を推進し、生産性の向上を図るとともに、担い手不足の解消を支
援。農林水産物の輸出を促進し、２０３０年輸出５兆円目標に向けオ
ールジャパンでの取組みを推進します。食料自給率向上を最重要
課題と位置づけ、食料安全保障を確立します。

国の基「農林水産業」を
� 成長産業へ

外交安全保障外交安全保障

　日米同盟を基軸に、同志国との連携を強化することで東アジア
地域の平和と安定を守るとともに「自由で開かれたインド太平
洋」の実現に向けた取組みを推進します。北朝鮮の核・ミサイル
問題や拉致問題の解決に向け、関係国と連携しながら外交努力を
重ねます。安保３文書に基づき防衛力の抜本的な強化に関する取
組みを継続することに加え、自衛官の処遇を改善します。サイバ
ー安全保障の対応能力向上に向け、「能動的サイバー防御」の取
組みに着手します。

毅然とした外交で国益を守り抜く

令和７年（2025年）０月００日（◯曜日）


